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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非常用電源から入力電力を受けると共に、１以上の照明装置を有する負荷に出力電力を
供給する電力変換回路と、
　前記負荷に掛かる電圧をリアルタイムに監視し、これに応答して電圧フィードバック信
号を生成する電圧モニタと、
　前記負荷を経る電流をリアルタイムに監視し、これに応答して電流フィードバック信号
を生成する電流モニタと、
　プログラマブル制御装置と、
を有する非常用照明ドライバであって、
　前記プログラマブル制御装置は、前記電圧フィードバック信号及び前記電流フィードバ
ック信号に応答して前記電力変換回路を制御して、前記負荷に供給される前記出力電力が
プログラムされた電力出力プロファイルを有するようにプログラムされ、前記プログラム
された電力出力プロファイルが、時間、温度、前記非常用電源に採用されたエネルギ源の
タイプ、前記非常用電源に蓄積された残存エネルギの量及び当該非常用照明ドライバが配
置された領域内の人の存否のうちの少なくとも１つの関数であり、
　前記電圧フィードバック信号又は前記電流フィードバック信号が利用可能でないか又は
特定の範囲内ではない場合、前記非常用照明ドライバは、開放負荷に対する高電位又は低
インピーダンス負荷に対する高電流を防止するよう自己制限する、
非常用照明ドライバ。
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【請求項２】
　前記プログラマブル制御装置が、（１）前記負荷に供給される出力電力と、（２）前記
負荷に当該非常用照明ドライバのための前記プログラムされた電力出力プロファイルに対
応して供給されるべきプログラムされた電力レベルとの間の差分をリアルタイムに計算す
ると共に、前記プログラムされた電力レベルを前記負荷に供給するように前記電力変換回
路を制御するためのフィードバック信号を供給する電力計算ユニットを有する、請求項１
に記載の非常用照明ドライバ。
【請求項３】
　ユーザに当該非常用照明ドライバのための電力出力プロファイルを選択することを可能
にするユーザインターフェースを更に有し、前記ユーザインターフェースは、当該非常用
照明ドライバが前記選択された電力出力プロファイルを達成することが可能であるか否か
に関する指示情報を前記ユーザに供給する、請求項１に記載の非常用照明ドライバ。
【請求項４】
　前記プログラムされた電力出力プロファイルが一連の単調に減少する定電力ステップか
らなる、請求項１に記載の非常用照明ドライバ。
【請求項５】
　前記プログラマブル制御装置は不揮発性メモリを含み、該不揮発性メモリに前記プログ
ラムされた電力出力プロファイルを識別するデータが記憶される、請求項１に記載の非常
用照明ドライバ。
【請求項６】
　前記プログラマブル制御装置が、前記電力変換回路を前記電圧フィードバック信号及び
前記電流フィードバック信号に応答して制御するためのフィードバック信号を発生する適
応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧及び／又はフィードバック電圧勾配発
生器を含む、請求項１に記載の非常用照明ドライバ。
【請求項７】
　前記適応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧及び／又はフィードバック電
圧勾配発生器が、前記負荷に供給されている前記出力電力を前記電圧フィードバック信号
及び前記電流フィードバック信号に基づいて決定すると共に、（１）前記負荷に当該非常
用照明ドライバのための前記プログラムされた電力出力プロファイルに対応して供給され
るべき目標出力電力と、（２）前記負荷に供給されている前記出力電力との間の差分を決
定する適応サンプリングレート電力誤差計算エレメントを含む、請求項６に記載の非常用
照明ドライバ。
【請求項８】
　前記プログラムされた電力出力プロファイルは有限数の定電力ステップにより特徴付け
られ、前記適応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧及び／又はフィードバッ
ク電圧勾配発生器が、前記定電力ステップのうちの１つから前記定電力ステップのうちの
他のものへの移行期間の間には第１のサンプリングレートを有し、定電力ステップの中間
の期間においては第２のサンプリングレートを有し、前記第２のサンプリングレートは、
前記第１のサンプリングレートより低い、請求項６に記載の非常用照明ドライバ。
【請求項９】
　負荷に供給される電力を制御する方法であって、
　非常用電源から入力電力を受け、該入力電力から前記負荷に出力電力を供給するステッ
プと、
　前記負荷に掛かる電圧をリアルタイムに監視し、これに応答して電圧フィードバック信
号を生成するステップと、
　前記負荷を経る電流をリアルタイムに監視し、これに応答して電流フィードバック信号
を生成するステップと、
　前記電圧フィードバック信号及び前記電流フィードバック信号に応答して電力変換回路
を制御することにより前記負荷に供給される前記出力電力がプログラムされた電力出力プ
ロファイルを有するようにするステップであって、前記プログラムされた電力出力プロフ
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ァイルが、時間、温度、前記非常用電源に採用されたエネルギ源のタイプ、前記非常用電
源に蓄積された残存エネルギの量及び非常用照明ドライバが配置された領域内の人の存否
のうちの少なくとも１つの関数であるステップと、
　前記電圧フィードバック信号又は前記電流フィードバック信号が利用可能でないか又は
特定の範囲内ではない場合、開放負荷に対する高電位又は低インピーダンス負荷に対する
高電流を防止するよう自己制限するステップと、
を有する、方法。
【請求項１０】
　前記電圧フィードバック信号及び前記電流フィードバック信号に応答して電力変換回路
を制御するステップが、（１）前記負荷に供給される電力と、（２）前記プログラムされ
た電力出力プロファイルのために前記負荷に供給されるべき電力レベルとの間の差分をリ
アルタイムに計算するステップを有する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記プログラムされた電力出力プロファイルは有限数の定電力ステップにより特徴付け
られ、当該方法が、前記定電力ステップのうちの１つから前記定電力ステップのうちの他
のものへの移行期間の間には前記負荷に供給される前記出力電力を第１のサンプリングレ
ートでサンプリングし、定電力ステップの中間の期間においては前記負荷に供給される前
記出力電力を第２のサンプリングレートでサンプリングするステップであって、前記第２
のサンプリングレートは、前記第１のサンプリングレートより低いステップを更に有する
、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザインターフェースから電力出力プロファイルを選択するためのデータを入力する
ステップを更に有する、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ユーザインターフェースを介して、前記選択された電力出力プロファイルが達成可
能であるか否かに関する指示情報をユーザに供給するステップを更に有する、請求項１２
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記負荷は１以上の発光ダイオードを有し、当該方法が各定電力ステップの間において
最終的に前記１以上の発光ダイオードに実質的に一定な電力を供給するために離散ステッ
プで調整される電流を供給するステップを有する、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記離散ステップで調整される電流のステップの大きさを、（１）前記電流フィードバ
ック信号により示される前記負荷を経る電流と、（２）前記負荷に前記非常用照明ドライ
バのための前記プログラムされた電力出力プロファイルに対応して供給されるべき目標負
荷電流との間の差分に関連して調整するステップを更に有する、請求項１４に記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本発明は、広くは非常用照明ドライバ等の電力制御装置に関する。更に詳細に
は、ここに開示される種々の発明的方法及び装置は、プログラム可能な出力電力プロファ
イルを持つ非常用照明ドライバに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　非常用照明は、例えば建物又は施設からの出口経路（脱出経路）の照明のため
に１以上の光源に電力を供給するために数十年にわたり使用されている。非常用照明は、
工業、商業及び公共の建物において安全設備の一部として必要とされる。非常用照明は、
光源（又は複数の光源）に電力を供給するために、例えば電池（バッテリ）等の限られた
バックアップ電源に依存している。非常用照明ユニット（時には、“非常用バラスト”と
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も称される）は、当該バラストが“非常モード（ＥＭ）”にあると言われるＡＣ電源障害
（停電）の期間においてだけ光源（又は複数の光源）を駆動するように設計されており、
通常の照明ユニット（時には、“ＡＣバラスト”と称される）と組み合わせることができ
る。該非常用照明ユニットは、ＡＣ電力の欠如を感知し、ＡＣ電源障害の限られた期間に
おいて光源を駆動すべくバックアップ電源及び専用の電子回路を使用することができる。
生命安全規約（例えば、ＮＥＣ700.12及びＮＦＰＡ-101の第７.２条）によりバッテリ給
電型非常用照明システムに関して規定されているように、非常用照明レベルが初期レベル
の６０％以下に低下してはならない所要の非常用照明期間は、米国においては少なくとも
９０分である一方、ヨーロッパでは１８０分である。
【０００３】
　[0003]　近年、発光ダイオード（ＬＥＤ）が占有空間のための主光源として市場で目立
つようになってきている。ＬＥＤは伝統的な蛍光灯、ＨＩＤ及び白熱ランプの発展性のあ
る代替品を提供している。ＬＥＤの機能的利点及び有益性は、高いエネルギ変換及び光学
効率、耐久性、低運転コスト並びに多くの他のものを含む。ＬＥＤ技術における近年の進
歩は、多くの用途において種々の照明効果を可能にするような効率的且つ丈夫な全スペク
トル光源を提供している。このような利点は、広範囲のアプリケーション及び状況へのＬ
ＥＤの導入につながっている。特に、ＬＥＤ光源は、今や、非常用照明システムにおける
使用のために開発されている。
【０００４】
　[0004]　非常用照明は限られた電源（例えば、１以上のバッテリ）に依存するので、光
源（又は複数の光源）に供給される電力を制御する能力を有することが重要になる。典型
的に、非常用照明のための電力変換回路は定電圧制御又は低電流制御を実施する。定電圧
制御の方法において、出力電力は出力インピーダンスが増加するにつれて減少される。低
電流制御の方法において、出力電力は出力インピーダンスが増加するにつれて増加される
。出力電力が定電圧制御又は低電流制御の方法を単に採用することにより制御される場合
、費用は相対的に低いと共に回路設計も相対的に複雑でないが、電力が容易に変化される
と共にバックアップ電源により利用可能なエネルギの最適な利用がなされない。
【０００５】
　[0005]　例えば、ＬＥＤ負荷に基づく非常用照明システムは、典型的に、ＬＥＤ負荷に
対して一定の電流を供給しようとし、このことは、該ＬＥＤ負荷のエレメントにより消散
される熱により、“当然”単調に減少する出力電力プロファイルになるような、減少する
負荷電圧プロファイルにつながる。しかしながら、このことは、出力電力の徐々の減少に
関する制御の不足に本質的につながるのみならず、完全に制御される出力電力プロファイ
ルにより入力エネルギ（例えば、１以上のバッテリからの）を節約する（このことは、厳
格な法規則に準拠することを要する非常用照明システムにとり極めて重要である）ことが
できない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　[0006]　このように、当業技術においては、時間にわたる非常用照明レベルの法的要件
を満たすことができる一方、バックアップ電源からの利用可能なエネルギの使用も最大化
し、かくして一層少ない及び／又は一層小さなバッテリを使用する可能性をもたらすよう
な非常用照明ドライバを提供する必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　[0007]　本発明は、非常用ＬＥＤ負荷を駆動するための発明的方法及び装置に向けられ
たものである。例えば、本開示はプログラム可能な出力電力プロファイルを持つ非常用照
明ドライバの実施態様を記載するものである。
【０００８】
　[0008]　一態様において、非常用照明ドライバは、非常用電源から入力電力を受けると
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共に、１以上の照明装置を有する負荷に出力電力を供給するように構成された電力変換回
路と；前記負荷に掛かる電圧をリアルタイムに監視し、これに応答して電圧フィードバッ
ク信号を生成するように構成された電圧モニタと；前記負荷を経る電流をリアルタイムに
監視し、これに応答して電流フィードバック信号を生成するように構成された電流モニタ
と；前記電圧フィードバック信号及び前記電流フィードバック信号に応答して前記電力変
換回路を制御して、前記負荷に供給される前記出力電力がプログラムされた電力出力プロ
ファイルを有するようにプログラムされるプログラマブル制御装置と；を有し、前記プロ
グラムされた電力出力プロファイルは、時間、温度、前記非常用電源に採用されたエネル
ギ源のタイプ、前記非常用電源に蓄積された残存エネルギの量及び当該非常用照明ドライ
バが配置された領域の占有度のうちの少なくとも１つの関数である。
【０００９】
　[0009]　１以上の実施態様において、前記プログラマブル制御装置は、（１）前記負荷
に供給される出力電力と、（２）前記負荷に当該非常用照明ドライバのための前記プログ
ラムされた電力出力プロファイルに対応して供給されるべきプログラムされた電力レベル
との間の差分をリアルタイムに計算するように構成されると共に、更に前記プログラムさ
れた電力レベルを前記負荷に供給するように前記電力変換回路を制御するためのフィード
バック信号を供給する電力計算ユニットを有する。
【００１０】
　[0010]　1以上の実施態様において、当該非常用照明ドライバは、ユーザに該非常用照
明ドライバのための選択された電力出力プロファイルを選択することを可能にするように
構成されたユーザインターフェースを更に有する。
【００１１】
　[0011]　これら実施態様の幾つかの変形例において、前記ユーザインターフェースは、
当該非常用照明ドライバが前記選択された電力出力プロファイルを供給することが可能で
あるか否かに関する指示情報を供給するように構成される。
【００１２】
　[0012]　１以上の実施態様において、前記プログラムされた電力出力プロファイルは一
連の単調に減少する定電力ステップからなる。
【００１３】
　[0013]　１以上の実施態様において、前記プログラマブル制御装置は不揮発性メモリを
含み、該不揮発性メモリには前記プログラムされた電力出力プロファイルを識別するデー
タが記憶される。
【００１４】
　[0014]　１以上の実施態様において、前記プログラマブル制御装置は、前記電力変換回
路を前記電圧フィードバック信号及び前記電流フィードバック信号に応答して制御するた
めのフィードバック信号を発生するように構成された適応サンプリングレート電力制御フ
ィードバック電圧及び／又は勾配発生器を含む。
【００１５】
　[0015]　これら実施態様の幾つかの変形例において、前記適応サンプリングレート電力
制御フィードバック電圧／勾配発生器は、前記負荷に供給されている前記出力電力を前記
電圧フィードバック信号及び前記電流フィードバック信号に基づいて決定するように構成
されると共に、更に（１）前記負荷に当該非常用照明ドライバのための前記プログラムさ
れた電力出力プロファイルに対応して供給されるべき目標出力電力と、（２）前記負荷に
供給されている前記出力電力との間の差分を決定するように構成された適応サンプリング
レート電力誤差計算エレメントを含む。
【００１６】
　[0016]　これら実施態様の幾つかの変形例において、前記プログラムされた電力出力プ
ロファイルは有限数の定電力ステップにより特徴付けられ、前記適応サンプリングレート
電力制御フィードバック電圧／勾配発生器は、前記定電力ステップのうちの１つから前記
定電力ステップのうちの他のものへの移行期間の間には第１の、より高いサンプリングレ
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ートを有し、定電力ステップの中間の期間においては第２の、より低いサンプリングレー
トを有するように構成される。
【００１７】
　[0017]　幾つかの実施態様において、前記プログラムされた電力出力プロファイルは時
間の関数であり、該プログラムされた電力出力プロファイルは各々が対応する期間を持つ
有限数の定電力ステップにより特徴付けられ、当該非常用照明ドライバが非常用照明を供
給するために最初に作動される時点における最初の定電力ステップは第１電力レベルを有
し、当該非常用照明ドライバが最初に作動されてから特定の期間後における最後のステッ
プは前記第１電力レベルより小さいが零より大きい第２電力レベルを有する。
【００１８】
　[0018]　幾つかの実施態様において、前記電力変換回路は、各定電力ステップの間にお
いて最終的に前記負荷に実質的に一定な電力を供給するために離散ステップで調整される
電流を供給する電流源を有する。
【００１９】
　[0019]　幾つかの実施態様において、前記電流源は、前記離散ステップで調整される電
流のステップの大きさを、（１）前記電流フィードバック信号により示される前記負荷を
経る電流と、（２）前記負荷に当該非常用照明ドライバのための前記プログラムされた電
力出力プロファイルに対応して供給されるべき目標負荷電流との間の差分に関連して調整
するよう制御される。
【００２０】
　[0020]　これら実施態様の幾つかの変形例において、前記ステップの大きさは、前記差
分が減少するにつれて減少する。
【００２１】
　[0021]　幾つかの実施態様において、前記電力変換回路はパルス幅変調器を備えたＤＣ
／ＤＣ変換器を有し、前記プログラマブル制御装置は前記パルス幅変調器のデューティサ
イクルを制御することにより前記電力変換回路を制御するようプログラムされる。
【００２２】
　[0022]　他の態様において、プログラマブル電力制御装置は、非常用電源から入力電力
を受けると共に、負荷に出力電力を供給するように構成された電力変換回路と；前記負荷
に供給される電圧をリアルタイムに監視し、これに応答して電圧フィードバック信号を生
成するように構成された電圧モニタと；前記負荷に供給される電流をリアルタイムに監視
し、これに応答して電流フィードバック信号を生成するように構成された電流モニタと；
前記負荷に供給される前記電流と、前記負荷に当該プログラマブル電力制御装置のための
プログラムされた出力電力レベルに対応して供給されるべき所要の電流との間の差分をリ
アルタイムに決定するように構成されると共に、更に前記電力変換回路を前記負荷に前記
プログラムされた出力電力レベルを供給するように制御するためのフィードバック信号を
供給するように構成された電力変換回路制御装置と；を有する。
【００２３】
　[0023]　幾つかの実施態様において、前記負荷は１以上の発光ダイオードを有し、前記
電力変換回路は、最終的に前記負荷に実質的に一定な電力を供給するために離散ステップ
で調整される電流を供給する電流源を有する。
【００２４】
　[0024]　幾つかの実施態様において、前記電力変換回路はパルス幅変調器を備えたＤＣ
／ＤＣ変換器を有し、前記電力変換回路制御装置は前記パルス幅変調器のデューティサイ
クルを制御することにより前記電力変換回路を制御するように構成される。
【００２５】
　[0025]　幾つかの実施態様において、当該プログラマブル電力制御装置はメモリを更に
有し、該メモリには前記プログラムされた出力電力レベルを識別するデータが記憶される
。
【００２６】
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　[0026]　更に他の態様において、負荷に供給される電力を制御する方法は、非常用電源
から入力電力を受け、該入力電力から前記負荷に出力電力を供給するステップと；前記負
荷に掛かる電圧をリアルタイムに監視し、これに応答して電圧フィードバック信号を生成
するステップと；前記負荷を経る電流をリアルタイムに監視し、これに応答して電流フィ
ードバック信号を生成するステップと；前記電圧フィードバック信号及び前記電流フィー
ドバック信号に応答して電力変換回路を制御することにより前記負荷に供給される前記出
力電力がプログラムされた電力出力プロファイルを有するようにするステップであって、
前記プログラムされた電力出力プロファイルが、時間、温度、前記非常用電源に採用され
たエネルギ源のタイプ、前記非常用電源に蓄積された残存エネルギの量及び非常用照明ド
ライバが配置された領域の占有度のうちの少なくとも１つの関数であるステップと；を有
する。
【００２７】
　[0027]　幾つかの実施態様において、前記電圧フィードバック信号及び前記電流フィー
ドバック信号に応答して電力変換回路を制御するステップは、（１）前記負荷に供給され
る電力と、（２）前記プログラムされた電力出力プロファイルのために前記負荷に供給さ
れるべき電力レベルとの間の差分をリアルタイムに計算するステップを有する。
【００２８】
　[0028]　幾つかの実施態様において、前記プログラムされた電力出力プロファイルは有
限数の定電力ステップにより特徴付けられ、当該方法は、前記定電力ステップのうちの１
つから前記定電力ステップのうちの他のものへの移行期間の間には前記負荷に供給される
前記出力電力を第１の、より高いサンプリングレートでサンプリングし、定電力ステップ
の中間の期間においては前記負荷に供給される前記出力電力を第２の、より低いサンプリ
ングレートでサンプリングするステップを更に有する。
【００２９】
　[0029]　幾つかの実施態様において、当該方法は、ユーザインターフェースから選択さ
れた電力出力プロファイルを選択するためのデータを入力するステップを更に有する。
【００３０】
　[0030]　これら実施態様の幾つかの変形例において、当該方法は、前記ユーザインター
フェースを介して、前記選択された電力出力プロファイルが達成可能であるか否かに関す
る指示情報を供給するステップを更に有する。
【００３１】
　[0031]　幾つかの実施態様において、前記負荷は１以上の発光ダイオードを有し、当該
方法は各定電力ステップの間において最終的に前記１以上の発光ダイオードに実質的に一
定な電力を供給するために離散ステップで調整される電流を供給するステップを有する。
【００３２】
　[0032]　これら実施態様の幾つかの変形例において、当該方法は、前記離散ステップで
調整される電流のステップの大きさを、（１）前記電流フィードバック信号により示され
る前記負荷を経る電流と、（２）前記負荷に前記非常用照明ドライバのための前記プログ
ラムされた電力出力プロファイルに対応して供給されるべき目標負荷電流との間の差分に
関連して調整するステップを更に有する。
【００３３】
　[0033]　これら実施態様の幾つかの変形例において、前記ステップの大きさは、前記差
分が減少するにつれて減少する。
【００３４】
　[0034]　幾つかの実施態様において、前記電力変換回路はパルス幅変調器を備えたＤＣ
／ＤＣ変換器を含み、前記電圧フィードバック信号及び前記電流フィードバック信号に応
答して電力変換回路を制御することにより前記負荷に供給される前記出力電力がプログラ
ムされた電力出力プロファイルを有するようにするステップは、前記パルス幅変調器のデ
ューティサイクルを制御するステップを有する。
【００３５】
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　[0035]　幾つかの実施態様において、前記プログラムされた電力出力プロファイルは時
間の関数であり、該プログラムされた電力出力プロファイルは各々が対応する期間を持つ
有限数の定電力ステップにより特徴付けられ、前記非常用照明ドライバが非常用照明を供
給するために最初に作動される時点における最初の定電力ステップは第１電力レベルを有
し、前記非常用照明ドライバが最初に作動されてから特定の期間後における最後のステッ
プは前記第１電力レベルより小さいが零より大きい第２電力レベルを有する。
【００３６】
　[0036]　本開示の目的のために本明細書で使用される場合、“ＬＥＤ”なる用語は、如
何なる発光（エレクトロルミネッセント）ダイオード、又は電気信号に応答して放射を発
生することが可能な他のタイプの電荷注入／接合型システムをも含むものと理解されるべ
きである。従って、ＬＥＤなる用語は、これらに限定されるものではないが、電流に応答
して光を放出する種々の半導体型構造体、発光ポリマ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）
、エレクトロルミネッセント・ストリップ等を含む。特に、ＬＥＤなる用語は、赤外スペ
クトル、紫外スペクトル及び可視スペクトルの種々の部分（通常、約４００ナノメートル
から約７００ナノメートルまでの放射波長を含む）の１以上において放射を発生するよう
に構成することができる全てのタイプの発光ダイオード（半導体及び有機発光ダイオード
を含む）を指す。ＬＥＤの幾つかの例は、これらに限定されるものではないが、種々のタ
イプの赤外ＬＥＤ、紫外ＬＥＤ、赤色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、黄色ＬＥＤ、琥
珀色ＬＥＤ、橙色ＬＥＤ及び白色ＬＥＤを含む（後に更に説明する）。また、ＬＥＤは所
与のスペクトルに対して種々の（例えば、狭い帯域幅、広い帯域幅）帯域幅（例えば、半
値全幅又はＦＷＨＭ）及び所与の一般色分類内で種々の優勢波長を持つ放射を発生するよ
う構成及び／又は制御することができると理解されるべきである。
【００３７】
　[0037]　例えば、実質的に白色光を発生するように構成されたＬＥＤの一構成例（例え
ば、白色ＬＥＤ）は、組み合わせで実質的に白色光を形成するように混ざり合うような、
異なるスペクトルのエレクトロルミネッセンスを各々放出する複数のダイを含むことがで
きる。他の構成例では、白色ＬＥＤは、第１スペクトルを持つエレクトロルミネッセンス
を別の第２のスペクトルに変換する蛍光体材料に関連され得る。この構成の一例において
、相対的に短い波長及び狭い帯域幅のスペクトルを持つエレクトロルミネッセンスは上記
蛍光体材料を“ポンピング”し、該蛍光体材料は幾らか広いスペクトルを持つ一層長い波
長の放射を放出する。
【００３８】
　[0038]　また、ＬＥＤなる用語はＬＥＤの物理的及び／又は電気的パッケージのタイプ
を限定するものではないと理解されるべきである。例えば、ＬＥＤは、前述したように異
なるスペクトルの放射を各々放出するように構成された複数のダイ（例えば、個別に制御
することが可能であるか又は可能でない）を有する単一の発光デバイスを指し得る。また
、ＬＥＤは、当該ＬＥＤの一体部分と見なされる蛍光体と関連され得る（例えば、幾つか
のタイプの白色ＬＥＤ）。一般的に、ＬＥＤなる用語は、パッケージ化ＬＥＤ、非パッケ
ージ化ＬＥＤ、表面実装ＬＥＤ、チップオンボードＬＥＤ、Ｔパッケージ実装ＬＥＤ、ラ
ジアルパッケージＬＥＤ、電力パッケージＬＥＤ、何らかのタイプのケース及び／又は光
学素子（例えば、拡散レンズ）を含むＬＥＤ等を指すことができる。
【００３９】
　[0039]　“光源”なる用語は、これらに限定されるものではないが、ＬＥＤ型光源（先
に定義したような1以上のＬＥＤを含む）、白熱光源（例えば、フィラメント電球、ハロ
ゲン電球等）、蛍光光源、燐光光源、高輝度放電光源（例えば、ナトリウム蒸気、水銀蒸
気及び金属ハライド電球）、レーザ、他のタイプのエレクトロルミネッセント光源、熱発
光光源（例えば、炎）、キャンドル発光光源（例えば、ガスマントル、炭素アーク放射光
源）、光ルミネッセント光源（例えば、ガス放電光源）、電子飽和を使用するカソード発
光光源、電流発光光源、結晶発光光源、キネ発光光源、熱発光光源、摩擦発光光源、音発
光光源、電波発光光源及び発光ポリマを含む種々の放射光源の何れか1以上を指すと理解
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されたい。
【００４０】
　[0040]　所与の光源は、可視スペクトル内、可視スペクトル外、又はこれら両方の組み
合わせで電磁放射を発生するように構成することができる。従って、“光”及び“放射”
なる用語は、ここでは入れ替え可能に使用される。更に、光源は、一体部品として、1以
上のフィルタ（例えば、カラーフィルタ）、レンズ又は他の光学部品を含むことができる
。また、光源は、これらに限定されるものではないが、指示、表示及び／又は照明を含む
種々の用途のために構成することができると理解されるべきである。“照明光源”は、内
部又は外部空間を効果的に照明するために十分な輝度を持つ放射を発生するように特別に
構成された光源である。この点において、“十分な輝度”とは、周囲照明（即ち、間接的
に知覚され得ると共に、例えば全体的に又は部分的に知覚される前に1以上の種々の介在
表面から反射され得る光）を供給するために当該空間又は環境において発生される可視ス
ペクトルにおける十分な放射パワーを指す（放射パワー又は“光束”に関しては、しばし
ば、“ルーメン”なる単位が光源から全方向への全光出力を表すために使用される）。
【００４１】
　[0041]　“スペクトル”なる用語は、１以上の光源により生成された放射の何れか１以
上の周波数（又は波長）を指すものと理解されたい。従って、“スペクトル”なる用語は
、可視範囲における周波数（又は波長）のみならず、赤外、紫外及び全体の電磁スペクト
ルの他の領域における周波数（又は波長）をも指す。また、或るスペクトルは、相対的に
狭い帯域幅（例えば、実質的に僅かな周波数又は波長成分しか有さないＦＷＨＭ）又は相
対的に広い帯域幅（種々の相対強度を持つ幾つかの周波数又は波長成分）を有することが
できる。また、或るスペクトルは２以上の他のスペクトルの混合（例えば、複数の光源か
ら各々放出された放射の混合）の結果であり得ると理解されたい。
【００４２】
　[0042]　本開示の目的のため、“カラー（色）”なる用語は、“スペクトル”なる用語
と互換可能に使用されている。しかしながら、“カラー（色）”なる用語は、一般的に、
観察者により知覚可能である放射の特性を主に指すように使用される（もっとも、この用
い方は、この用語の範囲を限定する意図でない）。従って、“異なるカラー”なる用語は
、異なる波長成分及び／又は帯域幅を持つ複数のスペクトルを黙示的に示す。また、“カ
ラー（色）”なる用語は、白色及び非白色光の両方との関連で使用することもできると理
解されたい。
【００４３】
　[0043]　“色温度”なる用語は、通常、ここでは白色光との関連で使用されている。も
っとも、このような使用は該用語の範囲を限定しようというものではない。色温度は、本
質的に、白色光の特定の色含有量又は色合い（shade）を示す（例えば、赤みがかった、
青みがかった等）。或る放射サンプルの色温度は、通常、実質的に当該放射サンプルと同
一のスペクトルを放射する黒体放射体のケルビン（Ｋ）での温度により特徴付けられる。
黒体放射体の色温度は、通常、約７００度Ｋ（典型的には、人の目にとり最初に見えると
考えられている）から１０,０００度Ｋを超えるまでの範囲内に入る。白色光は、通常、
１５００～２０００度Ｋより上の色温度で知覚される。
【００４４】
　[0044]　より低い色温度は、通常、一層顕著な赤色成分又は“暖かい感じ”を持つ白色
光を示す一方、より高い色温度は、通常、一層顕著な青色成分又は“冷たい感じ”を持つ
白色光を示す。例示として、火は約１,８００度Ｋの色温度を有し、通常の白熱電球は約
２８４８度Ｋの色温度を有し、早朝の日光は約３,０００度Ｋの色温度を有し、曇った昼
の空は約１０,０００度Ｋの色温度を有する。約３,０００度Ｋの色温度を持つ白色光の下
で見られるカラー画像は相対的に赤みがかった色調を持つ一方、約１０,０００度Ｋの色
温度を持つ白色光の下で見られる同じカラー画像は相対的に青みがかった色調を持つ。
【００４５】
　[0045]　“照明器具（lighting fixture）”なる用語は、ここでは、特定のフォームフ
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ァクタ、アセンブリ若しくはパッケージでの１以上の照明ユニットの構成又は配置を指す
ため使用されている。“照明ユニット”なる用語は、ここでは、同一又は異なるタイプの
１以上の光源を含む装置を指すために使用されている。所与の照明ユニットは、光源（又
は複数の光源）のための種々の取付配置、エンクロージャ／ハウジング配置及び形状、並
びに／又は電気的及び機械的接続構造の何れかを有することができる。更に、所与の照明
ユニットは、オプションとして、当該光源（又は複数の光源）の動作に関係する種々の他
の部品（例えば、制御回路）に関連され得る（例えば、含む、結合される及び／又は一緒
にパッケージ化される）。“ＬＥＤ照明ユニット”とは、前述したような１以上のＬＥＤ
型光源を単独で又は他の非ＬＥＤ型光源との組み合わせで含む照明ユニットを指す。“多
チャンネル”照明ユニットとは、異なるスペクトルの放射を各々発生するように構成され
た少なくとも２つの光源を含むＬＥＤの又は非ＬＥＤの照明ユニットを指し、上記異なる
光源スペクトルの各々を当該多チャンネル照明ユニットの“チャンネル”と称することが
できる。
【００４６】
　[0046]　“コントローラ”なる用語は、ここでは、1以上の光源の動作に関係する種々
の装置を広く記述するために使用されている。コントローラは、ここで述べる種々の機能
を果たすために、多数の形態で（例えば、専用のハードウェアによる等）実施化すること
ができる。“プロセッサ”は、ここで述べる種々の機能を実行するために、ソフトウェア
（例えば、マイクロコード）を用いてプログラムすることができる１以上のマイクロプロ
セッサを使用するコントローラの一例である。コントローラは、プロセッサを使用するか
又は使用しないで実施化することができ、幾つかの機能を実行するための専用のハードウ
ェアと、他の機能を実行するためのプロセッサ（例えば、1以上のプログラムされたマイ
クロプロセッサ及び関連する回路）との組み合わせとして実施化することもできる。本開
示の種々の実施態様で使用することが可能なコントローラ部品の例は、これらに限定され
るものではないが、通常のマイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）及び
フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）を含む。
【００４７】
　[0047]　種々の構成において、プロセッサ又はコントローラは１以上の記憶媒体（例え
ばＲＡＭ、ＰＲＯＭ、EPROM及びEEPROM等の揮発性及び不揮発性コンピュータメモリ、フ
ロッピーディスク、コンパクトディスク、光ディスク、磁気テープ等であり、ここでは広
く“メモリ”と称する）に関連され得る。幾つかの構成例において、上記記憶媒体は、１
以上のプロセッサ及び／又はコントローラ上で実行された場合に本明細書で述べる機能の
少なくとも幾つかを実行する1以上のプログラムによりコード化することができる。種々
の記憶媒体は、プロセッサ若しくはコントローラ内に固定され、又は当該記憶媒体上に記
憶された1以上のプログラムをプロセッサ又はコントローラにロードして、ここで述べる
本発明の種々の態様を実施することができるように、移送可能なものとすることができる
。“プログラム”又は“コンピュータプログラム”なる用語は、ここでは、1以上のプロ
セッサ又はコントローラをプログラムするために使用することが可能な如何なるタイプの
コンピュータコード（例えば、ソフトウェア又はマイクロコード）をも示すように汎用的
な意味で使用されている。
【００４８】
　[0048]　“アドレス指定可能”なる用語は、本明細書では、（自身を含む）複数の装置
を意図する情報（例えば、データ）を受信すると共に、当該装置を意図する特定の情報に
選択的に応答するように構成された装置（例えば、光源全般、照明ユニット又は照明器具
、１以上の光源又は照明ユニットに関連するコントローラ又はプロセッサ、他の非照明関
連装置等）を指すために使用されている。“アドレス指定可能”なる用語は、しばしば、
複数の装置が何らかの通信媒体を介して一緒に結合されたネットワーク化環境（又は“ネ
ットワーク”、更に後述する）に関連して使用される。
【００４９】
　[0049]　一ネットワーク構成例において、ネットワークに結合された１以上の装置は、
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該ネットワークに結合された１以上の他の装置に対するコントローラとして働くことがで
きる（例えば、マスタ／スレーブ関係で）。他の構成例において、ネットワーク環境は、
当該ネットワークに結合された装置の１以上を制御するように構成された１以上の専用の
コントローラを含むことができる。一般的に、当該ネットワークに結合された複数の装置
は、各々、当該通信媒体上に存在するデータにアクセスすることができる。しかしながら
、所与の装置は、当該ネットワークに対し、例えば自身に割り当てられた１以上の特定の
識別子（例えば、“アドレス”）に基づいてデータを選択的に交換する（即ち、データを
受信し及び／又はデータを送信する）ように構成されるという点で“アドレス指定可能”
であり得る。
【００５０】
　[0050]　ここで使用される“ネットワーク”なる用語は、２以上の装置（コントローラ
又はプロセッサを含む）間の相互接続であって、何れかの２以上の装置の間の、及び／又
は当該ネットワークに結合された複数の装置の間での情報（例えば、装置制御、データ記
憶、データ交換等のための）の伝送を容易にする如何なる相互接続をも指すものである。
容易に理解されるように、複数の装置を相互接続するのに適したネットワークの種々の構
成は、種々のネットワークトポロジの何れかを含むと共に、種々の通信プロトコルの何れ
かを使用することができる。更に、本開示による種々のネットワークにおいて、２つの装
置の間の何れか１つの接続は、斯かる２つの装置の間の専用の接続を表すことができ、又
は代わりに非専用接続を表すこともできる。当該２つの装置のための情報を伝送すること
に加えて、このような非専用接続は、必ずしも上記２つの装置のいずれのためのものでも
ない情報を伝送することができる（例えば、開放型ネットワーク接続）。更に、ここで述
べる装置の種々のネットワークが、当該ネットワークを介しての情報伝送を容易化するた
めに1以上の無線、有線／ケーブル及び／又は光ファイバリンクを使用することができる
ことは容易に理解されよう。
【００５１】
　[0051]　ここで使用される“ユーザインターフェース”なる用語は、人間のユーザ又は
操作者と１以上の装置との間のインターフェースであって、ユーザと装置との間の通信を
可能にするインターフェースを指す。本開示の種々の実施態様において使用することがで
きるユーザインターフェースの例は、これらに限定されるものではないが、スイッチ、ポ
テンショメータ、釦、ダイヤル、スライダ、マウス、キーボード、キーパッド、種々のタ
イプのゲームコントローラ（例えば、ジョイスティック）、トラックボール、表示スクリ
ーン、種々のタイプのグラフィックユーザインターフェース（ＧＵＩ）、タッチスクリー
ン、マイクロフォン及び何らかの形態の人により発生された刺激を受け、これに応答して
信号を発生することができる他のタイプのセンサを含む。
【００５２】
　[0052]　上述した概念及び後に詳述する追加の概念の全ての組み合わせ（斯かる概念が
互いに矛楯しない限り）は、ここに開示される本発明の主題の一部であると意図されるこ
とが理解されるべきである。特に、この開示の最後に現れる請求項に記載の主題の全ての
組み合わせは、ここに開示される本発明の主題の一部であると意図される。また、参照に
より本明細書に組み込まれる何れかの文献にも現れる、ここで明示的に使用される用語は
、ここに開示される特定の概念と最も一貫性のある意味が付与されるべきであると理解さ
れるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
　[0053]　尚、図面において同様の符号は、異なる図を通して、同様の部分を概して示し
ている。また、各図は必ずしも寸法通りではなく、代わりに本発明の原理を解説するに当
たり概して誇張されている。
【００５４】
【図１】[0054]　図１は、プログラマブル電力制御装置を有する装置の一実施態様を示す
。
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【図２】[0055]　図２は、プログラム可能な電力プロファイルを持つ非常用照明ドライバ
を有する非常用照明装置の一実施態様を示す。
【図３】[0056]　図３は、プログラム可能な電力プロファイルを持つ非常用照明ドライバ
の電力出力プロファイルの２つの例を示す。
【図４】[0057]　図４は、プログラム可能な電力プロファイルを備えると共にフライバッ
ク出力変換器及び関連するフィードバックループの一実施態様を含む非常用照明ドライバ
を有する非常用照明装置の一実施態様を示す。
【図５】[0058]　図５は、遮断機能を持つパルス幅変調（ＰＷＭ）電流モードコントロー
ラの一実施態様の詳細な低レベルでの概要図を示す。
【図６】[0059]　図６は、適応型サンプリングレート電力制御フィードバック電圧／勾配
発生器の一実施態様の詳細な低レベルでの概要図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００５５】
　[0060]　非常用照明のための既存の解決策は、光源（又は複数の光源）により消費され
る電力を時間にわたり正確に制御する能力に欠けると共に、バックアップ電源（例えば、
バッテリ）により利用可能なエネルギの最適な使用はなされない。
【００５６】
　[0061]　もっと一般的に言うと、出願人は、時間にわたる非常用照明レベルの法規要件
を満たすことができる制御された電力出力プロファイルを提供することができる一方、バ
ックアップ電源から利用可能なエネルギの利用も最適化し、かくして一層少ない及び／又
は一層小さなバッテリを使用する可能性をもたらすことができる非常用照明ドライバを提
供することが有益であり、当業技術においては斯かる非常用照明ドライバを提供したいと
いう要求が存在すると認識及び理解した。
【００５７】
　[0062]　上記に鑑みて、本発明の種々の実施態様及び構成例は、プログラム可能な出力
電力プロファイルを持つ非常用照明ドライバに向けられたものである。
【００５８】
　[0063]　図１は、プログラマブル電力制御装置１００を有する装置１の一実施態様を示
す。
【００５９】
　[0064]　装置１は、非常用電源１０（例えば、1以上のバッテリ）から非常用入力電力
を受けると共に、電力制御（電力が制御される）負荷２０に出力電力を供給する。幾つか
の実施態様において、装置１は非常用照明装置を有することができ、プログラマブル電力
制御装置１００は非常用照明ドライバを有することができ、電力制御負荷２０は1以上の
照明装置を有することができる。幾つかの実施態様において、上記１以上の照明装置は１
以上の発光ダイオード（ＬＥＤ）を有することができる。しかしながら、一般的に、電力
制御負荷２０は、供給される電力の正確な制御が望まれる如何なる負荷を有することもで
きる。
【００６０】
　[0065]　プログラマブル電力制御装置１００は、電圧変換回路（voltage translation 
circuit）１１０と、電力変換回路（power translation circuit）１２０と、電圧及び電
流モニタ１３０と、プログラマブル制御装置１４０とを有している。
【００６１】
　[0066]　幾つかの実施態様において、電力変換回路１２０はパルス幅変調（ＰＷＭ）Ｄ
Ｃ／ＤＣ変換器を有し、該変換器は電力制御負荷２０に対し、制御された出力電流を供給
する。しかしながら、他の実施態様は、ＰＷＭ以外の他のタイプの電力変換回路及び方法
を採用することもできる。
【００６２】
　[0067]　電圧及び電流モニタ１３０は、電力制御負荷２０に掛かる電圧をリアルタイム
に監視すると共に、これに応答して電圧フィードバック信号を生成するように構成された
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電圧モニタ、及び電力制御負荷２０に供給される電流をリアルタイムに監視すると共に、
これに応答して電流フィードバック信号を生成するように構成された電流モニタを含む。
【００６３】
　[0068]　幾つかの実施態様において、電圧変換回路１１０は、電力変換回路１２０にお
けるＰＷＭ変調器のデューティサイクルを、プログラマブル制御装置１４０からの基準信
号並びに電圧及び電流モニタ１３０からの電圧フィードバック信号及び／又は電流フィー
ドバック信号に応答して制御するためのＰＷＭコントローラを有している。しかしながら
、他の実施態様はＰＷＭ以外の他のタイプの電力変換回路及び方法を採用することもでき
る。
【００６４】
　[0069]　幾つかの実施態様において、プログラマブル制御装置１４０はプロセッサ、特
にはマイクロプロセッサを含むことができる。幾つかの実施態様において、電力制御装置
１００は、プログラマブル制御装置１４０内のプロセッサによりアクセスすることができ
ると共に、電力変換回路１２０により電力制御負荷２０に供給されるべきプログラムされ
た電力出力プロファイルを識別するデータを記憶する１以上のメモリ装置１５０を含むこ
とができる。幾つかの実施態様において、メモリ装置（又は複数のメモリ装置）１５０は
、電力変換回路１２０により電力制御負荷２０に供給されるべき出力電力に関するプログ
ラムされた電力出力プロファイル（時間、温度、非常用電源１０に採用されたエネルギ源
のタイプ、非常用電源１０に蓄積された残存エネルギの量、及び／又は当該電力制御装置
１００（又は例えば１以上の光源を含む電力制御負荷２０）が配置された領域の占有度等
の１以上のパラメータの関数である）を示すデータを記憶することができる。幾つかの実
施態様において、１以上のメモリ装置１５０はプログラマブル制御装置１４０に含まれ得
る。幾つかの実施態様において、メモリ装置（又は複数のメモリ装置）１５０は揮発性メ
モリ及び不揮発性メモリを含むことができる。その場合、幾つかの実施態様において、上
記不揮発性メモリは、予測される出力電力が所望の電力出力プロファイルに合致すること
を達成すべく前記電圧フィードバック信号及び電流フィードバック信号を基準信号に変換
するために、プログラマブル制御装置１４０のプロセッサにより実行されるべき命令を記
憶することができる。
【００６５】
　[0070]　幾つかの実施態様において、電力変換回路１２０により電力制御負荷２０に供
給されるべきプログラムされた出力電力レベルは、時間に伴い変化する値である。幾つか
の実施態様において、該電力出力プロファイルは、各々が特定の出力電力レベルに対応す
る一連の定電力ステップに相当し得る。しかしながら、一般的に、非常用電源１０から利
用可能なエネルギの量の制約内で、如何なる任意の電力出力プロファイルを採用すること
もできる。
【００６６】
　[0071]　幾つかの実施態様において、プログラマブル制御装置１４０は電力変換回路１
２０により電力制御負荷２０に供給される出力電力を前記電圧フィードバック信号及び電
流フィードバック信号を介して検出すると共に、電力変換回路１２０により電力制御負荷
２０に供給される出力電力を電圧変換回路１１０に供給される基準信号を介して調整し、
かくして、電力変換回路１２０により電力制御負荷２０に供給される該出力電力が前記プ
ログラムされた出力電力レベルに合致するようにする。例えば、前記電流フィードバック
信号は、プログラマブル制御装置１４０が電力変換回路１２０により電力制御負荷２０に
供給される出力電力をプログラムされた出力電力レベルに合致するように正確に制御する
ための基準値として働くことができる。
【００６７】
　[0072]　例えば、幾つかの実施態様において、プログラマブル制御装置１４０は前記電
圧及び電流モニタ１３０から電圧フィードバック信号を受け、該フィードバック信号から
、プログラムされた出力電力レベルを電力制御負荷２０に供給するものと予測される電流
値を計算する。この場合、該プログラマブル制御装置１４０は、電圧及び電流モニタ１３
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０から電流フィードバック信号も入力する。プログラマブル制御装置１４０は、上記予測
される電流値を該電流フィードバック信号により示される電流値と比較し、これに応答し
て電力変換回路１２０に、出力電力レベルが例えば該電力変換回路１２０のパルス幅変調
器のデューティサイクルを調整することにより調整されるべきかを示す基準信号を出力す
る。
【００６８】
　[0073]　上記のプログラムされた出力電力が一定である場合、プログラマブル制御装置
１４０は実質的に一定な基準信号を供給する。該出力電力が調整されるべきである場合、
プログラマブル制御装置１４０は、調整されることにより電圧変換回路１１０及び電力変
換回路１２０に電力制御負荷２０に供給される出力電力を調整させる基準信号を供給する
。
【００６９】
　[0074]　前記電圧若しくは電流フィードバック信号が利用可能でないか又は特定の範囲
内である（例えば、高過ぎる又は低過ぎるインピーダンスを有する負荷により）場合、プ
ログラマブル電力制御装置１００は、開放負荷に対する高電位又は低インピーダンス負荷
に対する高電流を防止するために自己制限することができる。例えば、幾つかの実施態様
において、不適切な又は範囲外のフィードバック信号が検出された場合、プログラマブル
制御装置１４０は電圧変換回路１１０と協動して、電力変換回路１２０に、適切な負荷が
検出されるまで、出力電力を最小のプログラムされたレベルにまで減少させる。
【００７０】
　[0075]　例えば、プログラマブル電力制御装置１００において、電圧及び電流基準信号
は電圧変換回路１１０にも供給される。このことは、電力変換回路１２０を過電圧又は過
電流状況に対して保護するための電圧変換回路１１０の能力を補助し得る。電圧変換回路
１１０には、不適切な負荷に対して保護するための固有の制限を設定することができる。
その場合、電力制御負荷２０のインピーダンスが最小の指定されたインピーダンスより小
さいことが検出されたなら、プログラマブル制御装置１４０は電圧変換回路１１０と協動
して、電力変換回路１２０からの出力電流を、設定された最大値に制限することができる
。電力制御負荷２０のインピーダンスが略ゼロに減少された場合、プログラマブル制御装
置１４０は電力変換回路１２０からの出力電流を最小のプログラムされた動作出力まで減
少させることができる。逆に、電力制御負荷２０のインピーダンスが最大の指定されたイ
ンピーダンスより大きいことが検出された場合、プログラマブル制御装置１４０は電圧変
換回路１１０と協動して、電力変換回路１２０からの出力電圧を設定された最大値に制限
することができる。
【００７１】
　[0076]　上述した様に、幾つかの実施態様において、電力制御装置１００は、時間、温
度、非常用電源１０に採用されたエネルギ源のタイプ、非常用電源１０に蓄積された残存
エネルギの量、及び／又は当該電力制御装置１００（又は電力制御負荷２０）が配置され
た領域の占有度等の１以上のパラメータの関数である、電力制御負荷２０に対し電力変換
回路１２０により供給されるべき出力電力に関する電力出力プロファイルを設けるように
プログラムすることができる。
【００７２】
　[0077]　この目的のために、図１に示されるように、幾つかの実施態様において電力制
御装置１００は１以上の温度センサ１６０及び／又は占有（在室）センサ１７０を含むこ
とができる。更に、幾つかの実施態様において、非常用電源１０は図１に示されると共に
以下に説明するようにプログラマブル制御装置１４０に１以上の信号を供給することがで
きる。他の実施態様において、温度センサ（又は複数の温度センサ）１６０及び／又は占
有センサ（又は複数の占有センサ）１７０は電力制御装置１００から削除することができ
ると理解されたい。他の実施態様において、電力制御装置１００は、該電力制御装置１０
０の外部の１以上の温度センサ及び／又は占有センサから１以上の信号を受信し、これら
信号を、後述するように上記温度センサ１６０及び／又は占有センサ１７０からの信号を
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処理するのと同一又は同様の方法で処理することができる。確かに、図示の便宜上、図１
に図示された電力制御装置１００の特定の実施態様の構成部品を囲む点線ボックスが示さ
れているが、一般的に、電力制御装置の他の実施態様では、該点線ボックス内に示された
特定の構成部品の１以上は当該電力制御装置の外部に設けることができるか、又は省略す
ることができると理解されるべきである。
【００７３】
　[0078]　幾つかの実施態様において、プログラマブル制御装置１４０は温度センサ１６
０から温度参照値を入力し、予測される基準信号を前記プログラムされた電力に基づいて
変化させる。即ち、温度センサ１６０から入力される温度参照値に基づいて、プログラマ
ブル制御装置１４０は、電力変換回路１２０に負荷２０に供給する出力電力を減少させ、
増加させ又は変更させないために、電圧変換回路１１０に供給する上記基準信号を修正す
ることができる。例えば、当該温度が所定の限界より高い場合、プログラマブル制御装置
１４０は当該システムに対する全体としてのストレスを低減するために出力電力を減少さ
せることができる。また、プログラマブル制御装置１４０は負荷２０に供給される出力電
力を温度の変化率に基づいて調整することもできる。
【００７４】
　[0079]　幾つかの実施態様において、プログラマブル制御装置１４０は、特定の領域又
は部屋、例えば負荷２０（例えば、１以上の照明装置）が配置された領域又は部屋が占有
されているか否かに依存し得る占有参照値を占有センサ１７０から入力し、予測される基
準信号をプログラムされた電力プロファイルに基づいて変化させる。即ち、占有センサ１
７０からの占有参照値に基づいて、プログラマブル制御装置１４０は、電力変換回路１２
０に負荷２０に供給する出力電力を減少させ、増加させ又は変更させないために、電圧変
換回路１１０に供給する前記基準信号を修正することができる。例えば、非常状況におい
て負荷２０の1以上の照明装置により照明されることを要する領域が誰にも占有されてい
ない場合、プログラマブル制御装置１４０は非常用電源１０に蓄積されたエネルギを節約
するために負荷２０に供給される出力電力を該領域が占有されるまで低減することができ
る。
【００７５】
　[0080]　幾つかの実施態様において、プログラマブル制御装置１４０は非常用電源１０
から非常用電源のタイプ及び利用可能なエネルギの量を表す１以上の信号を入力すること
ができる。利用可能なエネルギ残量が少ない場合、プログラマブル制御装置１４０は、電
力変換回路１２０に負荷に対する出力電力を低下させるために、電圧変換回路１１０に供
給する前記基準信号を修正することができる。このように、電力制御装置１００は、所定
の電力プロファイルに従うか、又は出力電力プロファイルを時間にわたり動的に調整する
ことができる。このことは、実効的に非常用電源１０からのエネルギを節約させることが
でき、かくして非常用の動作期間を延長させることができる。
【００７６】
　[0081]　図２はプログラム可能な出力プロファイルを持つ非常用照明ドライバ２００を
有する非常用照明装置２の一実施態様を示す。非常用照明ドライバ２００は、プログラマ
ブル電力制御装置１００の一実施態様であり得る。
【００７７】
　[0082]　非常用照明装置２は、非常用電源１０（例えば、1以上のバッテリ）から非常
用入力電力を受けると共に、負荷２０に出力電力を供給する。負荷２０は１以上の照明装
置を有することができる。幾つかの実施態様において、上記１以上の照明装置は１以上の
発光ダイオード（ＬＥＤ）２９０を有することができる。しかしながら、一般的に、負荷
２０は、供給される電力の時間、温度、非常用電源１０に採用されたエネルギ源のタイプ
、非常用電源１０に蓄積された残存エネルギの量、並びに／又は当該プログラマブル電力
制御装置１００及び／又は負荷２０が配置された領域の占有度の関数としての制御が望ま
れる如何なる負荷を有することもできる。
【００７８】
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　[0083]　非常用照明ドライバ２００は、ユーザインターフェース２０５、論理装置２１
０、非常モード（ＥＭ）可能化ルックアップテーブル・シーケンサ２１５、遮断能力を持
つ定出力電力ＤＣ／ＤＣ変換器２２０、基準電圧発生器２２５、負荷電圧モニタ２３２、
負荷電流モニタ２３４、適応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧及び／又は
勾配発生器２４０、並びに過負荷保護回路２５０を有する。
【００７９】
　[0084]　基準電圧発生器２２５は、非常用電源（例えば、１以上のバッテリ）１０から
電圧を受け、当該非常用照明ドライバ２００における種々の回路により使用され得る１以
上の調整された出力電圧を生成する。
【００８０】
　[0085]　定出力電力ＤＣ／ＤＣ変換器２２０は、非常用電源（例えば、１以上のバッテ
リ）１０から入力電力を受けると共に、適応サンプリングレート電力制御フィードバック
電圧／勾配発生器２４０からのフィードバック信号の制御の下で負荷２０に出力電力を供
給するように構成された電力変換回路として機能する。
【００８１】
　[0086]　特に、後に更に詳細に説明されるように、非常用照明ドライバ２００は定出力
電力ＤＣ／ＤＣ変換器２２０を電圧フィードバック信号及び電流フィードバック信号に応
答して制御することにより、負荷２０に供給される出力電力がプログラム可能な電力出力
プロファイル（例えば、時間の関数としての）を有するようにさせるようプログラム可能
であり得る。幾つかの実施態様において、該電力出力プロファイルは、各々が対応する期
間を有する有限数の定電力ステップを特徴とし得る。例えば、幾つかの実施態様において
、定出力電力ＤＣ／ＤＣ変換器２２０は、複数の定電力ステップの各々の間において負荷
２０に最終的に実質的に一定な電力を供給するために、負荷（例えば、１以上のＬＥＤ２
９０）２０に離散ステップ的に調整される電流を供給するための電流源を有することがで
きる。幾つかの実施態様において、当該非常用照明ドライバ２００が非常用照明を供給す
るために最初に作動された（例えば、ＡＣ主電源の喪失に応答して）時点における最初の
定電力ステップは第１電力レベルを有することができ、該非常用照明ドライバが最初に作
動されてから指定された期間（例えば、６０分又は９０分）後における最後のステップは
上記第１電力レベルより小さいが零よりは大きな第２電力レベルを有する。幾つかの実施
態様において、上記第２電力レベルは最初のステップの初期電力レベルの特定のパーセン
テージとすることができ、該パーセンテージは特定の管轄区域における非常用照明の法規
制要件を満たすように設定することができる。例えば、米国において、現在の要件は、非
常用照明装置２が少なくとも９０分なる所要の最小非常用照明期間にわたり初期照明レベ
ルの少なくとも６０％を供給するというものである。ヨーロッパにおいて、所要の最小非
常用照明期間は１８０分である。
【００８２】
　[0087]　図３は、プログラム可能な電力プロファイルを持つ非常用照明ドライバ（例え
ば、図２の非常用照明ドライバ２００）のための２つの例示的電力出力プロファイル３０
２及び３０４を示す。電力出力プロファイル３０２及び３０４の各々は、各々が対応する
期間を持つ有限数の定電力ステップ３０５を有し、非常用照明ドライバ２００が非常用照
明を供給するために最初に作動された（例えば、ＡＣ主電源の喪失に応答して）時点（ｔ
＝０）における最初の定電力ステップ３０５は第１電力レベルを有し、該非常用照明ドラ
イバ２００が最初に作動されてから指定された期間（例えば、ｔ＝９０分）後における最
後のステップ３０５は上記第１電力レベルより小さいが零よりは大きな第２電力レベルを
有する。この場合、定電力ステップとは、当該出力電力が対応する一定の電力レベルに調
整され、次いで維持される期間を指す。斯かる定電力ステップの一定の電力レベルは、全
て、互いに異なることができる。
【００８３】
　[0088]　９０分の期間にわたり各電力出力プロファイルにより当該負荷（例えば、１以
上の光源を含み得る負荷２０）に供給される平均電力は、上記の例示的電力出力プロファ
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イル３０２及び３０４の各々に関して同一（１０ワット）であるが、電力が時間にわたり
減少する態様は該２つのプロファイルに関して相当に異なっていることに注意すべきであ
る。特に、電力出力プロファイル３０２において、当該電力は最初の２０分にわたる一連
のステップにおいて減少し、次いで最後の７０分の間において初期電力レベルの約５６.
１％の出力電力レベルを維持する。対照的に、電力出力プロファイル３０４は異なる方法
をとり、この場合において、当該出力電力は３５分なる一層長い期間にわたり初期電力レ
ベルを維持し、次いで続く１２分にわたり、最後の４３分の間の初期電力レベルの４７.
１％となるまで相対的に急速に減少する。電力出力プロファイル３０２がＬＥＤ負荷（例
えば、１以上のＬＥＤ２９０を含む）を駆動するために使用される場合、当該ＬＥＤの照
明レベルは時点ｔ＝０の最大輝度から相対的に急速に減少するが、電力出力プロファイル
３０４と比較して、９０分の期間にわたり一層高い最小レベルの輝度が提供される。対照
的に、電力出力プロファイル３０４がＬＥＤ負荷を駆動するために採用された場合、当該
ＬＥＤの照明レベルは相対的に長い期間にわたり時点ｔ＝０の最大輝度を維持するが、９
０分の期間にわたる照明の最小レベルは電力出力プロファイル３０２と比較して低くなる
。
【００８４】
　[0089]　一般的に、非常用照明ドライバ２００は多数の異なる電力出力プロファイルを
サポートすることができると理解されるべきである。多くの前後関係においては電力出力
プロファイル３０２及び３０４におけるように単調に減少する一連の定電力ステップ３０
５を有することが望ましいかも知れないが、一般的に、これは必要とはされない。即ち、
幾つかの実施態様において、電力出力プロファイルは時間の関数として増加するような幾
つかの定電力ステップを有することもできる。しかしながら、一連の減少するステップを
有する電力プロファイルを採用することにより、幾つかの実施態様において非常用照明装
置２は、必要とされる最小の非常用照明期間全体にわたり一定の照明出力を維持しようと
し得る、又は当該照明装置に対して時間にわたり一定の電流を供給することに基づいた“
自然な”（単調に減少する）出力電力プロファイルに従おうとする非常用バラストにとり
必要とされ得るものよりも、少ない及び／又は小さなバッテリを持つ非常用電源１０によ
り指定の照明要件を満たすよう動作することができる。
【００８５】
　[0090]　従って、非常用照明ドライバ２００の操作者、プログラマ又はユーザは、ユー
ザインターフェース２０５を介して所望の電力出力プロファイルを選択することができる
。この場合、選択された電力出力プロファイルは、各定電力ステップ（０，n-1）に関す
る一連の値Ｐｉ（ｉ＝０，n-1）に変換することができ、これらはルックアップテーブル
・シーケンサ２１５を介して当該非常用照明ドライバ２００のメモリ装置内のルックアッ
プテーブル（ＬＵＴ）に記憶することができる。即ち、プログラムされた動的電力出力プ
ロファイルを、非常用照明ドライバ２００のメモリ装置に記憶することができる。
【００８６】
　[0091]　上記動的電力出力プロファイルはユーザにより種々の方法で定義することがで
きるが、種々の実施態様においては、下記のパラメータの幾つか又は全てがユーザ又は操
作者により供給され得る。即ち、・恐らくは区間（Pavg_min, Pavg_max）としての所要の
平均電力；・総和で全体の所要最小非常用照明期間（米国の規則によれば、９０分がデフ
ォルトである）となる個々の期間；・残りの“電力ステップの床値”（P1～Pn-1）と一緒
の初期電力（P0）、又は“ステップ高”Pi；最大電力ステップ値Ｐmax（例えば、ユーザ
インターフェース２０５におけるソフトウェアが所望の平均電力を達成する電力レベルを
計算しなければならない場合）、幾つかの実施態様において、この値は負荷２０により供
給される照明レベルの変化を人の目が識別することを可能にする最小電力ステップに対応
する上限を有し得る；・所要の最小非常用照明期間における最小出力電力（米国の規則に
よれば、Ｐ０の６０％以上に限定され得る）。
【００８７】
　[0092]　ユーザが選択した電力出力プロファイルにより定められ得る全エネルギに対し
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て上限が存在することは明らかである。というのは、如何なる電力出力プロファイルに関
して定出力電力ＤＣ／ＤＣ変換器２２０により供給される全エネルギも、非常用電源（例
えば、１以上のバッテリ）１０から利用可能な蓄積エネルギの量により制限されると共に
、該定出力電力ＤＣ／ＤＣ変換器２２０の電力変換効率により更に減少され得るからであ
る。例えば、幾つかの実施態様において、非常用照明ドライバ２００の所要の最小非常用
照明期間全体にわたる１００％の電力での電力出力プロファイルを有することは可能では
ないであろう。
【００８８】
　[0093]　従って、幾つかの実施態様において、非常用照明ドライバ２００はユーザ及び
操作者により選択された電力出力プロファイルの達成可能性を検証し、該選択された電力
出力プロファイルを、達成可能と見なされた場合に実施することができる。一例として、
特定の平均電力（図３に既に示したように、米国においては９０分にわたって計算された
）は、ユーザにより選択された時間ステップとの組み合わせによる初期及び終了“ステッ
プ床値”電力では達成されることが不可能であるか、又は規制要件に違反し得るかも知れ
ない。その場合、ユーザインターフェース２０５はユーザに対して、該選択された電力出
力プロファイルを非常用照明ドライバ２００が提供することができるか否かについての指
示情報を通知することができる。幾つかの実施態様において、ユーザインターフェース２
０５はユーザに対して達成可能な代替の電力出力プロファイルを提案又は推奨することが
できる。
【００８９】
　[0094]　幾つかの実施態様において、ユーザインターフェース２０５は専用のソフトウ
ェアにより駆動される双方向インターフェースを有することができる。この場合、該イン
ターフェースソフトウェアは、殆どの場合、初期レベルを最終レベル（即ち、９０分の時
点における）が初期電力レベルの６０％より低下しないこと（光出力はランプ負荷を駆動
する電力に密に従うという相当に正確な仮定の下で）及び可能なアプリケーションで要求
される平均電力レベルに対して調整するという規制法の観点から、所望の電力出力プロフ
ァイルの達成可能性の側面を取り扱うこともできる。従って、通常、前記定電力ステップ
の電力レベル及び斯かるレベルの持続時間を定めるのはユーザインターフェース２０５で
あり、これらレベル及び持続時間は、停電の間に非常モードにおいて従うのが容易なルッ
クアップテーブル（ＬＵＴ）という簡単な形態で非常用照明ドライバ２００に提供するこ
とができる。その場合、論理回路２１０は非常モード（ＥＭ）信号及びシステムクロック
を入力し、これら信号からゲート制御されたクロックを発生することができ、該ゲート制
御されたクロックはＥＭ可能化ＬＵＴシーケンサ２１５に供給されて、該ＥＭ可能化ＬＵ
Ｔシーケンサ２１５に選択された電力出力プロファイルの定電力ステップを周期的に出力
させる。しかしながら、他の実施態様も可能であと理解されるべきである。例えば、最も
簡単な形態において、ユーザインターフェース２０５は当該ユニットのファームウエアの
一部である一群のコード（ＬＴＵ自体）により置換することもできる。更に、幾つかの実
施態様において、ルックアップテーブルは採用されないこともあり得る。例えば、プロセ
ッサ（例えば、ユーザインターフェース２０５の一部）が所望の電力出力プロファイルを
定めるためにユーザにより供給されるデータから定電力ステップ値を計算することもでき
る。
【００９０】
　[0095]　非常用照明ドライバ２００が、どの様にして、上述したユーザインターフェー
ス２０５を介して入力される選択された電力出力プロファイルに従って負荷２０に電力を
供給することができるかを以下に説明する。
【００９１】
　[0096]　図２を再び参照すると、負荷電圧モニタ２３２は定出力電力ＤＣ／ＤＣ変換器
２２０により負荷２０に供給される電圧をリアルタイムに監視し、該電圧に応答して電圧
フィードバック信号ＶVFBを発生する一方、負荷電流モニタ２３４は定出力電力ＤＣ／Ｄ
Ｃ変換器２２０により負荷２０に供給される電流をリアルタイムに監視し、該電流に応答
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して電流フィードバック信号ＶIFBを発生する。幾つかの実施態様において、電圧モニタ
２３２及び電流モニタ２３４の１以上は、定出力電力ＤＣ／ＤＣ変換器２２０により負荷
２０に供給される電圧及び電流に重なる如何なる高スイッチング周波数成分もフィルタ除
去するためのフィルタ（例えば、ローパスフィルタ）を含むことができる。
【００９２】
　[0097]　過負荷保護回路２５０は、電流フィードバック信号ＶIFB及び電圧フィードバ
ック信号ＶVFBを入力すると共に、更に基準電圧発生器２２５から基準電圧フィードバッ
ク電圧ＶRVFB及び基準電流フィードバック電圧ＶRCFBを入力する。該過負荷保護回路２５
０は、出力電流又は出力電圧が、例えばインピーダンスが過度に高く（例えば、開回路に
よる）又は過度に低く（例えば、短絡による）なるという負荷２０の問題により、過度に
高い場合に定出力電力ＤＣ／ＤＣ変換器２２０を遮断するように構成されている。
【００９３】
　[0098]　適応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧及び勾配発生器２４０は
、電流フィードバック信号及び電圧フィードバック信号並びにプログラムされた電力レベ
ルＰｉ（例えば、プログラムされた電力出力プロファイルの現在の定電力ステップの電力
レベル）を入力する。該適応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧及び／又は
勾配発生器２４０は、（１）負荷に供給される出力電力と、（２）非常用照明ドライバ２
００のためのプログラムされた電力出力プロファイルに対応して負荷２０に時間の関数と
して供給されるべきプログラムされた電力レベルＰｉとの間の差分をリアルタイムに計算
するように構成されると共に、更に負荷２０に対して該プログラムされた電力レベルＰｉ
を供給するように定出力電力ＤＣ／ＤＣ変換器２２０を制御するための電力制御フィード
バック信号ＶPCFBを供給するように構成されている。適応サンプリングレート電力制御フ
ィードバック電圧及び／又は勾配発生器２４０は、出力変換器制御勾配量子化ステップ及
び／又は出力プロファイルサンプリングレートを動的に調整することができる（即ち、後
者は各定電力ステップの間において特定の電力レベルが取得されると共にロックされた後
には一層遅くなることができる）。更に詳細には、幾つかの実施態様において、適応サン
プリングレート電力制御フィードバック電圧及び／又は勾配発生器２４０は、当該非常用
照明ドライバ２００が隣接する定電力ステップの間の移行時点で動作している場合及び該
ドライバが定電力ステップ内で動作している場合を判定することができる。この場合、該
非常用照明ドライバ２００は、電力ステップの移行が生じたなら、出力電力のサンプリン
グレートを最大レートまで増加させて新たな電力レベルへと一層迅速に移行させることが
できる一方、該非常用照明ドライバ２００が次の定電力ステップレベルに定着した後に動
作している（従って、定電力ステップ“内”で動作している）場合は電力サンプリングレ
ートを減少させることができる（図６を参照して後に詳細に説明する）。このことは、計
算資源及びエネルギの節約並びに可変ステップの変換器制御勾配量子化をもたらすことが
できる。更に、過負荷保護回路２５０により電圧及び／又は電流過負荷状態に対する即座
の出力電力遮断がもたらされ得る。
【００９４】
　[0099]　更に、幾つかの実施態様において、定出力電力ＤＣ／ＤＣ変換器２２０が負荷
２０に供給する離散ステップで調整される電流の大きさは、（１）負荷電流モニタ２３４
からの電流フィードバック信号ＶIFBにより示される負荷２０に供給される電流と、非常
用照明ドライバ２００のためのプログラムされた電力出力プロファイルに対応して負荷２
０に供給されるべき目標負荷電流との間の差分に関連して変化させることができる。即ち
、順次の電流ステップは収集（生の調整）段階では一層大きな大きさを有することができ
る一方、負荷２０に供給される出力電流が所与の定電力ステップに対して目標電流に近づ
くにつれて一層細かくなることができ、かくして、各出力プロファイルステップの間にお
いて目標の定電力を達成するために要する時間の可能性のある加速を可能にする。また、
上述した電流ステップの制御は、当該制御が電圧レベルの制御よりも勾配制御により達成
されるのであれば、前記適応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧及び勾配発
生器２４０により出力される制御信号ＶPCFBの勾配の変化により達成することもできるこ
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とに言及されるべきであろう。
【００９５】
　[0100]　図４は、プログラム可能な電力プロファイルを持つと共にフライバック出力変
換器及び関連するフィードバックループの例示的実施態様を含んだ非常用照明ドライバ４
００を有する非常用照明装置４の例示的実施態様を示す。上記非常用照明ドライバ４００
は、プログラマブル電力制御装置１００の一実施態様とすることができる。
【００９６】
　[0101]　 非常用照明ドライバ４００は、基準電圧発生器２２５、負荷電圧モニタ２３
２、負荷電流モニタ２３４、適応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧及び／
又は勾配発生器２４０、遮断能力を持つパルス幅変調（ＰＷＭ）電流モードコントローラ
４２１、ＰＷＭ制御スイッチ４２２、フライバックトランス４２３、一次巻線電流フィー
ドバックコントローラ４２４、ローパスフィルタ４２５、電圧／電流過負荷保護回路４２
６、及び三状態ＰＷＭコントローラ遮断回路４２７を有する。図４には図示されていない
が、該非常用照明ドライバ４００は、図２に示した非常用照明ドライバ２００のユーザイ
ンターフェース２０５、論理回路２０５、ＥＭ可能化ＬＵＴシーケンサ２１５も含むこと
ができる。
【００９７】
　[0102]　図２及び図４における同様の符号の構成要素は同一とすることができ、従って
、これら構成要素の説明は繰り返さない。
【００９８】
　[0103]　ＰＷＭ制御スイッチ４２２、フライバックトランス４２３、一次巻線電流フィ
ードバックコントローラ４２４及びローパスフィルタ４２５は、負荷（特に、１以上のＬ
ＥＤ２９０を含むＬＥＤ負荷）に電流を供給するためのＰＷＭに基づくＤＣ／ＤＣ電力変
換器の典型的な構成部品であるので、これらの説明は省略する。
【００９９】
　[0104]　電圧／電流過負荷保護回路４２６は、負荷電圧モニタ２３２からの電圧フィー
ドバック信号ＶVFB及び負荷電流モニタ２３４からの電流フィードバック信号ＶIFB並びに
基準電圧発生器２２５からの基準電圧フィードバック電圧ＶRVFB及び基準電流フィードバ
ック電圧ＶRCFBを入力すると共に、これらから、負荷２０に供給される出力電圧又は出力
電流が、例えば負荷２０が過度に高い（例えば、開回路による）又は過度に低い（例えば
、短絡による）インピーダンスを有するという問題により、特定の基準値を超える場合を
判定する。最大電流又は最大電圧が超過された場合、該電圧／電流過負荷保護回路４２６
は制御信号を三状態ＰＷＭコントローラ遮断回路４２７に出力し、該三状態ＰＷＭコント
ローラ遮断回路は、例えば、パルス幅変調（ＰＷＭ）電流モードコントローラ４２１への
フィードバック信号を低下させ、これにより該ＰＷＭ電流モードコントローラ４２１の動
作を停止させる。
【０１００】
　[0105]　図５は、ＰＷＭ電流モードコントローラ４２１の一実施態様であり得る遮断能
力を備えたパルス幅変調（ＰＷＭ）電流モードコントローラ５００の例示的実施態様の詳
細な低レベルでの概要図を示す。
【０１０１】
　[0106]　ＰＷＭ電流モードコントローラ５００は、遮断能力を持つスキップサイクル制
御フィードバック回路５１０、鋸歯状波発生器５２０、ランプ補償（ramp compensation
）及びリーディングエッジ消去（ＬＥＢ: leading edge blanking）機能を備える電流感
知制御フィードバックコントローラ５３０、並びに論理結合及び出力ドライバ５４０を含
む。ランプ補償は連続導通モード設計における低調波発振を防止するために使用すること
ができる一方、リーディングエッジ消去は、電流モード制御が用いられると共にスイッチ
電流がモニタされる場合にＰＷＭ制御スイッチ（例えば、MOSFET）４２２のオン時におい
て電流スパイクの可能性がある故に採用される。
【０１０２】
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　[0107]　図６は、適応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧及び勾配発生器
２４０の一実施態様であり得る適応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧／勾
配発生器６００の例示的実施態様の詳細な低レベルでの概要図を示す。
【０１０３】
　[0108]　適応サンプリングレート電力制御フィードバック電圧／勾配発生器６００は、
適応サンプリングレート電力誤差計算ユニット６１０、第１及び第２電圧／勾配制御回路
６２２及び６２４、並びにマルチプレクサ６３０を含む。
【０１０４】
　[0109]　適応サンプリングレート電力誤差計算ユニット６１０の可変（適応）サンプリ
ングレートのフィーチャは上述した。即ち、各区間ｉの間において特定の定電力ステップ
に対する定電力レベルＰｉが取得され且つロックされた際のサンプリングの低速化である
。
【０１０５】
　[0110]　如何なる所与の時点における電力誤差の計算も、現在の期間のための定電力ス
テップに関するプログラムされた電力レベルＰｉ（例えば、ＥＭ可能化ＬＵＴシーケンサ
２１５から入力された）を、電圧フィードバック信号ＶVFBから決定される負荷２０の両
端間の電圧と電流フィードバック信号ＶIFBから決定される負荷２０の電流とをリアルタ
イムで乗算することにより算出される負荷２０に供給されている実際の出力電力と比較す
ることにより実行される。この誤差は、大きさ及び符号（図６における“sgn”）として
算出される。有利にも、上記乗算はハードウェア又はソフトウェア（後者の場合は、恐ら
くマイクロプロセッサを用いることによる）の何れかの専用の装置により実行することが
できる。当該電力誤差の大きさは、恐らくは可変勾配制御量子化ステップの大きさ（簡略
化された構成では、一定であり得る）を決定することができ、符号は電力制御フィードバ
ック信号（ＶPCFB）のレベルが増加されるべきか又は減少されるべきかを決定することが
できる。幾つかの実施態様において、負荷電流モニタ２３４又は適応サンプリングレート
電力誤差計算ユニット６１０は、出力電流に重なり得るＰＷＭスイッチング信号の周波数
（例えば、１００ｋＨｚ）をフィルタ除去するローパスフィルタを含み、これにより非常
に短期間にわたり負荷電流を実効的に平均化することができる（代わりに又は加えて、例
えばマイクロプロセッサ等の電力計算ユニットが、時には、典型的にはミリ秒までの期間
にわたり複数のサンプルの平均を計算することができる）ことに注意されたい。
【０１０６】
　[0111]　以上、幾つかの本発明実施態様を本明細書において説明及び図示したが、当業
者であれば、ここに説明した機能を実行し、及び／又はここで述べた結果及び／又は利点
の1以上を得るための種々の他の手段及び／又は構成に容易に想到するであろう。このよ
うな変更及び／又は修正の各々は、ここに述べた本発明の実施態様の範囲内であると見な
される。もっと一般的に言うと、当業者であれば、ここに述べた全てのパラメータ、寸法
、材料及び構成は例示的なものであることを意味し、実際のパラメータ、寸法、材料及び
／又は構成は、本発明の教示が用いられる特定の用途に依存するであろうことを容易に理
解するであろう。また、当業者であれば、ここで述べた本発明の特定の実施態様に対する
多くの均等物を認識し、又は通例の実験を用いるだけで確認することができるであろう。
従って、上述した実施態様は例示としてのみ提示されたものであり、添付請求項及びその
均等物の範囲内で、本発明の実施態様は、特定的に説明及び請求項に記載したもの以外で
実施することができると理解されるべきである。本開示の発明的実施態様は、ここで述べ
た各フィーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は方法に向けられたものである
。更に、２以上の斯様なフィーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は方法の如
何なる組み合わせも、このようなフィーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は
方法が相互に矛楯しないならば、本開示の発明の範囲内に含まれるものである。
【０１０７】
　[0112]　ここで定められ及び使用された全ての定義は、辞書の定義、参照により組み込
まれた文献における定義及び／又は定義された用語の通常の意味を規制すると理解される
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べきである。
【０１０８】
　[0113]　本明細書及び請求項で使用される単数形は、そうでないと明示しない限り、“
少なくとも１つの”を意味すると理解されるべきである。
【０１０９】
　[0114]　本明細書及び請求項において使用される“及び／又は”なる語句は、そのよう
に結合されたエレメントの“何れか又は両方”、即ち或る場合には連接的に存在し、他の
場合には離接的に存在するエレメントを意味すると理解されるべきである。“及び／又は
”で列挙された複数のエレメントは、同様に、即ちそのように結合されたエレメントの“
１以上”であると見なされたい。“及び／又は”なる文により固有に識別されたエレメン
ト以外の他のエレメントも、これらの固有に識別されたエレメントに関係するか関係しな
いかによらず、オプションとして存在することもできる。このように、限定するものでは
ない例として、“有する”等の非制限的文言との関連で使用される場合、“Ａ及び／又は
Ｂ”なる言及は、一実施態様ではＡのみを（オプションとしてＢ以外のエレメントを含む
）、他の実施態様ではＢのみを（オプションとしてＡ以外のエレメントを含む）、更に他
の実施態様ではＡ及びＢの両方を（オプションとして他のエレメントを含む）等を指すこ
とができる。
【０１１０】
　[0115]　本明細書及び請求項で使用される場合、“又は”は上記に定義した“及び／又
は”と同じ意味を持つと理解されたい。例えば、リスト内で項目を分ける場合、“又は”
又は“及び／又は”は、包含的であると、即ち、少なくとも１つの包含のみならず、複数
の又は一連のエレメントのうちの２以上及びオプションとして追加の非掲載項目も含むと
解釈されるべきである。“のうちの１つのみ”又は“のうちの正確に１つ”のように、そ
うでないと明確に示された用語のみ、又は請求項で使用される場合の“からなる”は、複
数の又は一連のエレメントのうちの正確に１つのエレメントの包含を指す。一般的に、こ
こで使用される“又は”なる用語は、“何れか”、“のうちの１つ”、“のうちの１つの
み”又は“のうちの正確に１つ”等の排他性の用語により先行された場合にのみ、排他的
な代替物（即ち、“一方又は他方であるが、両方ではない”）を示すと解釈されるべきで
ある。“から本質的になる”は、請求項において使用される場合、特許法の分野で使用さ
れる通常の意味を有するものである。
【０１１１】
　[0116]　本明細書及び請求項で使用される場合、１以上のエレメントのリストを参照す
る“少なくとも１つの”なる語句は、該エレメントのリストにおけるエレメントの何れか
１以上から選択された少なくとも１つのエレメントを意味するものであり、該エレメント
のリスト内の各及び全エレメントの少なくとも１つを必ずしも含むものではなく、該エレ
メントのリスト内のエレメントの如何なる組み合わせをも除くものではないと理解される
べきである。この定義は、上記“少なくとも１つの”なる語句が参照する上記エレメント
のリスト内で特定的に識別されるエレメント以外のエレメント（上記の特定的に識別され
たエレメントに関係するか又は関係しないかに拘わらず）がオプションとして存在するこ
とも可能にする。このように、限定するものではない例として、“Ａ及びＢの少なくとも
１つ”（又は等価的に“Ａ又はＢの少なくとも１つ”若しくは等価的に“Ａ及び／又はＢ
の少なくとも１つ”）は、一実施態様では、少なくとも１つの（オプションとして２以上
を含む）Ａで、Ｂは存在しない（オプションとしてＢ以外のエレメントを含む）場合、他
の実施態様では、少なくとも１つの（オプションとして２以上を含む）Ｂで、Ａは存在し
ない（オプションとしてＡ以外のエレメントを含む）場合、更に他の実施態様では、少な
くとも１つの（オプションとして２以上を含む）Ａ及び少なくとも１つの（オプションと
して２以上を含む）Ｂ（オプションとして他のエレメントを含む）の場合等を指すことが
できる。
【０１１２】
　[0117]　明確にそうでないと示さない限り、請求項に記載された２以上のステップ又は
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動作を含む如何なる方法においても、該方法のステップ又は動作の順序は、該方法の斯か
るステップ又は動作が記載された順序に必ずしも限定されるものではないと理解されるべ
きである。
【０１１３】
　[0118]　請求項及び上記明細書において、“有する”、“含む”、“担持する”、“持
つ”、“収容する”、“伴う”、“保持する”及び“からなる”等の全ての移行句は非制
限的であると、即ち含むが限定されるものではないことを意味すると理解されるべきであ
る。“からなる”及び“から本質的になる”なる移行句のみが、各々、制限的又は半制限
的移行句である（米国特許庁の特許審査手順マニュアル、第2111.03節に記載されている
ように）。

【図１】 【図２】
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